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１．はじめに
1.1　調査の背景
　 G U E S S S （ G L O B A L 	 U N I V E R S I T Y	





Business）である。2003 年、2004 年、2006 年、2008 年
と実施しており、今回の 2011 年は 5 回目となる。今回
は会計ビジネス大手の Ernst	&	Young がパートナーと
して参加している。欧州を中心に 26 ケ国、489 大学が
参加し、93,000 のサンプルを集めた。米国は参加して
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できない ％ 平均値 標準偏差
起業家としての姿勢、価値感、モチベー
ションに関する理解を深めてくれた 208 37.7％ 137 24.9％ 4.20 1.44
ビジネスを始めるために取るべき行動に関
する理解を深めてくれた 228 41.3％ 131 23.7％ 4.26 1.41
ビジネスを始めるための実践的な経営スキ
ルを高めた 202 36.8％ 165 30.1％ 4.07 1.47
ネットワークを広げていく能力を高めてく
れた 182 33.0％ 173 31.4％ 4.05 1.42
ビジネスチャンスを発見する能力を高めて
くれた 209 37.9％ 157 28.4％ 4.13 1.42
私の大学には起業家を生む好ましい雰囲気
や基盤がある 143 26.0％ 216 39.2％ 3.73 1.54
私の大学には、起業に意欲的な学生がたく





129 23.5％ 233 42.4％ 3.50 1.69
	 表 4　キャリア選択	 N=561
卒業後直ちに ％ 卒業 5年後に ％
　従業員として働く予定（計） 392 70.0％ 181 32.3％
250 人未満の中小企業で 181 32.3％ 37 6.6％
250 人以上の大企業で 174 31.0％ 113 20.1％
大学や学術組織で 7 1.2％ 11 2.0％
公的機関で 30 5.3％ 20 3.6％
　創業者になる（計） 36 6.4％ 172 30.7％
既に創業した企業の経営を続ける 12 2.1％ 27 4.8％
自分の会社を創業する 12 2.1％ 112 20.0％
フリーランスで始める 7 1.2％ 20 3.6％
フランチャイズで創業する 5 0.9％ 13 2.3％
　事業継承者になる（計） 16 2.8％ 48 8.6％
親や親戚の企業を引き継ぐ 12 2.1％ 33 5.9％
家族以外が経営する他企業を買収する 4 0.7％ 15 2.7％
キャリアを形成するつもりはない（旅行す
る、家族と暮らす等々） 12 2.1％ 25 4.5％
まだわからない 94 16.8% 118 21.0%
他 11 2.0% 17 3.0%
合　計 561 100.0% 561 100.0%
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	 表 5　仕事とキャリアパスに対する動機	 N=560
重要である 重要ではない 平均値 標準偏差
ひとりの人間として成長し学ぶこと 84.9％ 3.6％ 5.86 1.25
自分の夢を実現すること 79.5％ 7.0％ 5.61 1.39
安定した収入を得ること 77.9％ 7.8％ 5.56 1.38
自分自身に挑戦すること 77.0％ 6.7％ 5.52 1.34
何かを達成して認められること 76.4％ 7.6％ 5.41 1.40
自由で柔軟な人生をおくること 75.5％ 8.5％ 5.47 1.39
多くの収入を得ること 73.8％ 7.9％ 5.37 1.35
自分が見つけたビジネスチャンスを生かすこと 65.3％ 11.6％ 5.06 1.47
製品のアイデアを生み出すこと 59.6％ 18.2％ 4.81 1.60
社会的使命を果たすこと 58.4％ 16.1％ 4.90 1.55
自分のためにより高い地位を得ること 51.7％ 20.7％ 4.61 1.55
環境保全に関する使命を果たすこと 50.2％ 20.9％ 4.57 1.57
尊敬する人の後に続くこと 43.3％ 31.2％ 4.11 1.67
誰からも指図されずに働くこと 41.0％ 28.6％ 4.28 1.60
技術の最先端でイノベーティブであること 39.1％ 28.8％ 4.15 1.59
家族の伝統を守ること 22.5％ 52.4％ 3.24 1.77




















複数の企業を立ち上げたことがあり、現在も少なくとも 1社を運営している。 0 0.0％
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肯定的 ％ 否定的 ％ 平均値 標準偏差
起業家になることは、自分にとってデメ
リットよりもメリットのほうが大きい 217 38.7％ 151 26.9％ 4.18 1.51
起業家というキャリアは魅力的である 290 51.7％ 146 26.0％ 4.43 1.70
機会や資金などのリソースさえあれば、起
業家になるだろう 232 41.4％ 182 32.4％ 4.17 1.71
起業家になることは、自分に大きな満足を








	 表 8　周囲の起業に対する理解	 N=555
肯定的 ％ 否定的 ％ 平均値 標準偏差
両親／他の家族 276 49.2％ 131 23.4％ 4.52 1.61
友達／仲間の学生 367 65.4％ 66 11.8％ 4.97 1.38
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	 表 12　共同創業者の有無	 N=186
いいえ 1人パートナー 2人パートナー 3人パートナー 4人以上
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	 表 14　起業の障害	 N=181
障害になる ％ 平均値 標準偏差
資金調達（借入や資本金） 115 63.5％ 5.09 1.48
関連する技術的ノウハウが足りないこと 109 60.2％ 4.86 1.47
資金面のリスクを負うこと 106 58.6％ 4.87 1.58
必要なスキルや能力が足りないこと 99 54.7％ 4.72 1.49
法律関係（規則や規制） 84 46.4％ 4.41 1.53
全般的な経済環境 82 45.3％ 4.46 1.49
顧客との接点が少ないこと 79 43.6％ 4.30 1.58
適切なビジネスアイデアの欠如 77 42.5％ 4.17 1.48
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図 2-1　自己実現（2 項目の信頼性係数α =.84）
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地域イノベーション第 4 号 − 112 −
図 2-2　イノベーション（2 項目の信頼性係数α =.73）
図 2-3　達成の認識（2 項目の信頼性係数α =.66）
図 2-4　自律性（2 項目の信頼性係数α =.61）
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Journal for Regional Policy Studies− 113 −
4.3　ファミリービジネスの影響の有無
　両親のどちらかが起業している者はサンプル全体の






図 2-5　使命感（2 項目の信頼性係数α =.80）
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